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みやけじま＜風の家＞いよいよオープンしました。「みやけじま＜風の家＞」は、「なか
よし」と「支え合い」をキーワードに、島の高齢者の方々を中心とするくらしの支援を
目的とし、島民ボランティアの手によって運営される「ひとにやさしい」家です。これ
から、皆様の力をお借りしながら、共に支え合える「人にやさしい」活動を続けていき
たいと考えております。 
 
■みんなの声 

みやけじま＜風の家＞開所式に参加して 
 東京ボランティア支援センターは、噴火中

高齢者宅の灰取りから三宅島にかかわり、避

難中は島民電話帳作成から始まる、一連の、

行政と島民のすき間を埋める活動をされ、私

たちは大変助かりました。 

避難解除後は島民お助け隊として火山ガス

をものともせず渡島。高齢者、独居者宅など

の生活を支える活動を行ない、これに参加し

たボランティアさんの数は延べ5,000人を超

えた由、驚きました。更に今回は、三宅島阿

古の民家で＜風の家＞の開設です。 

 今、村も島民も４年５ヶ月の空白を埋める

のに手一杯です。あじさいの里や社会福祉協

議会も頑張っていますが、高齢者の割合が格

段に多くなった三宅では、福祉サービスのす

き間がどうしても生まれます。そのすき間を

埋める一助として、みんなが気軽に集まり楽

しみ、息抜きと元気を取り戻す＜風の家＞の

発足になったのでしょう。 

 何も出来ない私ですが、気持ちだけでもと

思いお手伝いに行ったところ、沢山の島民の

みなさんの参加があり、よかったなあと思い

ました。 

 2月1日に避難指示が解除されてから８ヶ月

がたちました。まだ千人強の方が島外で生活

しています。 

この＜風の家＞の発足が一つのきっかけと

なり、一日も早くみなさんと一緒に暮らせる

ようになることを祈っています。 

（阿古 窪寺 昇） 

 

みやけじま＜風の家＞開所式のご報告 
 

先日よりお知らせしていたとおり、10月5日（水）みやけじま＜風の家＞開設式が 

行われました。たくさんの方にご参加いただきみんなで餅つきをしたり、食べて歌っ

てみんなで楽しく一日を過ごしました。その時の様子をダイジェストでお伝えします。 
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■120名以上の参加者 

当日は曇り空ということで心配していましたが、64 名の島民

の方、40 名の島民ボランティアの方、約 20 名の関係機関・

赤帽子ボランティアの方、合わせて 120 以上の方が参加くだ

さいました。 

■島民ボランティア 

ボランティアというと、島の外の人・支援する人という印象が

あるかもしれませんが、「みやけじま＜風の家＞」では、互い

に支え合い、人にやさしく生きていこうとする島の人も大切な

ボランティアです。 
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■ お知らせ 

非帰島島民懇談会（準備会）のお知らせ 
 

三宅島ふるさと再生ネットワーク 会長 佐藤 就之 
 
 涼しくなり秋を感じる今日この頃ですが、みなさんいかがお過ごしでしょうか。三宅島では

まだ家屋の修繕が終わらない方も多く、落ち着いておりません。先般の台風により雨漏りなど

の被害も出ているようです。非帰島島民のみなさまも8月からの新たな生活の始まりで、まだ

まだ片付け等大変なことと思います。（中 略） 

 そのような中ですが、一日も早くお互いに声を掛け合って新しい生活再建の一歩を踏み出す

ことが出来たらと願っています。そこで今回、桐ヶ丘団地に住まわれている島民の方たち
で集まり、一人一人の方が少しでも多くの島民の方たちと触れ合う場を設けたいと思い、
懇談会を開きたいと思っています。 
 
日 時：2005年10月20日(水) 14:00～16:00 
場 所：桐ヶ丘地域振興室２F会議室（北中学校隣り郵便局裏） 

    （国際興業バス赤羽駅初赤羽西倉庫行き 桐ヶ丘分室前停留所下車） 

連絡先：ふるさと再生ネットワーク事務局 あすなろ保育園 大坊（おおぼう）・吉田 

        TEL：03−3963−5678 

■餅つき 

杵の動きに合わせて神着から届いた太鼓の音色が響

き、目と舌だけでなく耳でも楽しめました。また、

来賓として挨拶をいただいた平野祐康三宅村長も餅

つきに参加してくださいました。 
■食事 

島民ボランティアの女性陣による食事が振舞われま

した。メニューは餅５種類、焼ソバ、けんちん汁。

たくさん作ってたくさん食べました。食事中はあち

らこちらで会話が弾み、避難中お世話になった方と

帰島後に初めて再会した人もおられたようです。 

■みんなで歌いました 

即興の島節に始まり、「紅葉」や「故郷」など、懐か

しい歌やみんなが知っている歌をみんなで歌いまし

た。また、「あじさい音頭」をみんなで輪になって踊

って楽しい時間を過ごしました。 

「みやけじま＜風の家＞」は、「なかよし」と「支え合い」をキーワードに、島の高齢者

の方々を中心とするくらしの支援を目的とし、島民ボランティアの手によって運営され

る「ひとにやさしい」家です。これから、皆様の力をお借りしながら、共に支え合える

「人にやさしい」活動を続けていきたいと考えております。 

■連絡先■ 

みやけじま＜風の家＞ 

〒100-1212三宅村阿古532-1TEL 04994-5-1470  FAX 04994-5-1471 


